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自の講義科目が展開され、同時に、修
了報告書を執筆するためのゼミ参加が
必修化されている。加えて、一定の範
囲で学部学生と共に全カリ科目を履修
することが認められていることは、私
のようにかつて全カリ運営にかかわり、
今 RSSC 運営に携わる者にとっては、
喜びとか誇りとかの一言では言い尽く
せないほどのものがあり、これこそは
RSSC の最大の特色だ、と一人で思わ
ず胸を張ってしまうのである。
　著名なジャーナリストの立花隆先生
が、2008 年度から独立研究科の特任教
授として着任され、同時に RSSC の準
備・運営および科目担当を引き受けてく
ださった。その立花先生が、常々、この
全カリを立教大学の建学の精神の結実と
して極めて高く評価してくださり、講演
会や講義でそれを熱く語ってくださって
いるので、その勢いを得て、私も、受講
生へのガイダンス等では、ついつい立教
大学の自慢話として全カリの特徴を熱っ
ぽく語ってしまい、少々やりすぎかなと
内心苦笑することもある。
　当初は既存学部・大学院の学生のため
の池袋キャンパス内に、どこの大学にも
ないやや異色の試みとして遠慮がちに
開設された RSSC であるが、いまでは、
私と同年代のおじさんおばさん達が鈴懸
の小径を談笑しながら闊歩したり、図書
館やメディアセンターに陣取ったりする
姿が、少しずつ違和感なく溶け込んでき
たように思う。そして何よりも、RSSC
が、単に学内空間を利用させてもらって
いるのではなく、学部生と共に全カリで
学ぶ機会を与えられていることが、受講
生にはかけがえのない魅力になっている
ことを、確信している。
　RSSC は、団塊世代の特徴である性
別役割分担を超える男女共学制度である
と同時に、私の言葉でいえば全カリを学
部学生とともに学ぶことのできる優れた

「異世代」共学制度でもあるのだ。同じ

教室でこうした異世代は互いに何を感じ
あっているのか、実に興味深いところで
ある。受講生にとって、いまどきの大学
生の教室風景を見るだけでなく、自分も
その中の 1 人になるという感覚は、さぞ
かし新鮮なものだろう。かつて大学を卒
業した受講生は昔の自分をそこに重ねる
だろうし、大学に行かなかった受講生に
とっては、さらにいろいろな想いが湧く
ことだろう。RSSC の設計にあたって、
立教大学にこの異世代共学を実現するた
めに、二重の共学制度の一つである全カ
リ履修を受講生に認めてくださった学内
関係者の見識には敬意と感謝をあらわす
言葉も見つからない。
　開設当初は、総合 A 科目の中の立教
科目（61 科目）について各科目 5 名ま
でが認められ、RSSC としては履修上限
を前後期各 1 科目、うち 1 科目のみを修
了要件単位に振替可能とした。開設 3 年
目の 2010 年度には、立教科目に加えて
総合 A 科目群全体（ただし 1・4・5 時
限のみ、151 科目）の中からの履修が可
能となり、RSSC の履修上限も前後期各
2 科目に拡大した。さらに、全カリが新
カリキュラムで展開される 2012 年度に
は、主題別科目群・立教科目群（A）の
約 300 コマが受講生にとっての履修対象
科目となり、各科目 3 名までとなるもの
の、受講生にとって悩みの時限制限（1・4・
5 時限のみ）も撤廃されることになった。
受講生の全カリに対する熱い要望に何と
か応えたいとその可能性を探る中で、こ
うした前進が引き出されたことは喜ばし
い限りであり、RSSC にとっても全カリ
新段階である。
　そもそも全カリ科目に限らず、RSSC
受講生の受講態度には特徴的なものがあ
る。RSSC の受講生は学部生とちがって
最前列から席を埋めていくし、その上、
授業開始時刻までにはほぼ全員がしっか
りと着席して講師を待っているのだ。こ
れには私自身も最初はたじろいだのだか
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ら、全カリ担当の先生方には、こうした
受講生の存在が何がしかの緊張をもたら
しているのではないかと想像している
し、学部生にとっても何がしかの刺激に
なると期待したい。
　自分たちがかつて大学で受けてきた教
養教育との違いに驚きの声をあげる受講
生が少なからずいて、これこそは全カリ
の成果だと実感する。また、授業の水準
が高くて非常に満足だと語る受講生の話
を聞いて、かつて私が全カリ部長だった
当時に強調した科目担当教員の厳選とい
う努力が、一定の成果を挙げているよう
で嬉しく思う。その勉強振りを担当の
先生から絶賛された受講生、S 評価をも
らってその意味を尋ねに事務室へ走って
から狂喜した受講生など、実にさまざま
なことがあって楽しい限りである。
　こうした気持ちから、私たちが掲げて
きた標語でもある「進化する全カリ」の
姿を、RSSC の今後の発展と重ね合わせ
ながら見守り続けたいと思っている。
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